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6. 先進類似事例の調査 

新庁舎建設基本構想の策定に際して、近年の新庁舎整備の事例を整理します。 

※人口は平成２７年国勢調査より引用 

 

  

事例 自治体名 
延床面積 

(竣工時) 
構造 人口 竣工 

木
造
庁
舎
の
事
例 

事例１ 埼玉県宮代町 4,243 ㎡ 
木造 

一部 RC 造 
33,859 人 H17 

事例２ 岩手県住田町 2,883 ㎡ 木造 5,723 人 H26 

事例３ 岩手県紫波町 6,650 ㎡ 木造・RC 造 32,626 人 H27 

事例４ 高知県四万十町 6,100 ㎡ 
RC 造 

一部 S 造・木造
17,320 人 H26 

本
町
と
同
規
模
の
人
口
を 

擁
す
る
自
治
体
庁
舎
の
事
例 

事例５ 高知県いの町 5,387 ㎡ RC 造 22,735 人 H27 

事例６ 岐阜県北方町 5,214 ㎡ S 造 18,172 人 H28 
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◆木造庁舎の事例 

 

事例１ 埼玉県宮代町庁舎 

人口 33,859 人 

竣工時の庁舎概要 

 

■敷 地 面 積：7,613 ㎡ 

■階 数：地上 2 階建て 

■延 床 面 積：4,242.59 ㎡(RC 造面積：128.00 ㎡) 

 1 階：2,206.10 ㎡ 

 2 階：2,023.21 ㎡ 

■構 造：木造一部 RC 造 

■軒 高：8.3m 

■最 高 高 さ ：13.8m 

■柱 ：埼玉県産スギ 450mm×450mm 

■屋 根：フッ素ガルバリウム鋼板 

■外 壁：珪藻土入りセメント塗り 

■内 部 壁 ：漆喰塗り 

■太陽光発電：20kw 

■雨 水 利 用：地下に 390 トンのピット 

■工 期：平成 16 年 2 月～17 年 1 月 

■建 築 費 ：13 億 500 万円（建築工事：9 億 4 千万円） 

庁舎建設の経緯  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：宮代町 HP 
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庁舎建設の 

方針 

 

 

フロア構成 2 階：町長室、総務課、企画財政課、まちづくり建設課、産業観光課、町民生活課、 

教育推進課、議会事務局 

1 階：税務課、会計室、住民課、健康介護課、福祉課、子育てひろば 

竣工 平成 17 年 1 月 

 

 

 

 

 

 

  

出典：宮代町 HP 
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事例２ 岩手県住田町庁舎 

人口 5,723 人 

基本計画時の 

庁舎概要 

■延 床 面 積：約 2,500 ㎡ 

■本庁職員数：100 人 職員一人あたりの面積：25 ㎡ 

■構 造：木造 

『本町は、林業と木材関連製造業が基幹産業であり、「森林・林業日本一の町」を

目指していることから、新庁舎の構造は「木造」とする。』 

■総 事 業 費：約 12 億円 

・新庁舎建設事業 

・庁舎周辺施設整備事業の事業費 

・用地取得費 

基本計画時の 

庁舎整備の方針 

 

 

 

①人にやさしく親しまれる庁舎 

 分散されていた庁舎機能を集約するとともに、窓口業務の一体化や案内業務

の統一性を確保し、住民や来訪者へのサービス向上を図る。 

 役場庁舎はあらゆる人々に利用される施設であることから、誰もが利用しやすい

ユニバーサルデザインを導入する。 

 町民が気軽に立ち寄り、会合や交流などに利用できるスペースを確保する。 

 

②環境にやさしく防災の要となる庁舎 

 地震、台風、豪雪などによる災害発生に備え、迅速かつ適切な対策を講ずるた

め、防災拠点としての機能の充実を図る。併せて東日本大震災の教訓を踏ま

え、後方支援拠点としての機能を強化する。 

 新庁舎は多量のエネルギーを消費することから、太陽光や木質バイオマスなど

の再生可能エネルギーや省エネルギーの設備導入により、環境対策や地球温

暖化防止に貢献する。 

 

③住田町らしさを発信する庁舎 

 新庁舎は、町の象徴であり、対外的な顔となることから、住田町にふさわしい建

築物とする。 

 住田町の歴史、文化、産業など、特色ある町づくりの情報を発信できるスペー

スを確保する。 

 

 

  

参考資料-28



Ⅵ.参考資料 
 

 

 

竣工時の庁舎概要 

 

■敷 地 面 積：7,881 ㎡ 

■建 築 面 積：2,419 ㎡ 

■延 床 面 積：2,883 ㎡ 

■規 模：地上 2 階 

■構 造：木造（耐力壁軸組工法・レンズ型木造トラス構造） 

■木構造部数量：710.7 m3（スギ 247.7 m3 カラマツ 463.0 m3） 

■空 調 設 備：太陽光パネル発電・蓄電池 15kW（非常時対応分） 

太陽光発電外路灯 6 基 

■工 期：平成 25 年 8 月 1 日～平成 26 年 7 月 31 日 

■事 業 費：12 億 4 千万円（設計・施工費） 

フロア構成 2 階：会議室、書庫、教育長室、選挙管理委員会、放送室、庁議室、応接室、 

町長室、教育委員会、林政課、農政課、企画財政課、総務課、 

待合スペース 等 

1 階：町民生活課、税務課、保健福祉課、建設課、会計室、待合スペース、 

キッズコーナー、授乳室、相談室、副町長室、宿直室、交流プラザ、 

町民ホール 等 

竣工 平成 26 年 7 月 

 

 

 

  

出典：住田町 HP 
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事例３ 岩手県紫波町庁舎 

人口 32,626 人 

基本計画時の 

庁舎概要 

■敷 地 面 積：約 6,580 ㎡ 

■延 床 面 積：約 6,750 ㎡ 

■本庁職員数：269 人 職員一人あたりの面積：25 ㎡ 

■駐車場面積：約 3,835 ㎡ 

■構 造：木造・RC 造 

■概算事業費：約 27 億 3 千万円（本体工事：約 20 億 3 千万円） 

基本計画時の 

庁舎整備の方針 

①町民サービスの向上を目指した機能性・効率性の高い庁舎 

 町民の利用が最も多い窓口空間は、利便性がよく分かりやすいものとして町民

の満足度を向上させるよう計画します。 

 より機能的で効率的な行政運営を実現します。 

 

②すべての町民に開かれた庁舎 

 みんなが利用しやすく、快適な庁舎とします。 

 町民が気軽に参加し、傍聴できるような議場とします。 

 

③防災拠点機能を備えた庁舎 

 町民が日常的に利用する施設として、安全性の高い庁舎とします。 

 災害対策拠点として、また災害時の県や他の関係機関との連携に配慮し、機

能性、安全性を十分に確保します。 

 

④町民に親しまれる庁舎 

 庁舎は、長期に渡り町民に利用されることを踏まえます。 

 

⑤環境のまちにふさわしい庁舎 

 地球規模で温暖化防止への取組が行われていることから、自然エネルギー等

を積極的に活用し、環境負荷の低減に努めます。 

（基本計画「新庁舎の整備の考え方」より一部抜粋）
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竣工時の庁舎概要 

 

■建築面積：2,584.05 ㎡ 

■延床面積：6,650.43 ㎡ 

■規 模：地上 4 階、地下１階（木造部分は地上３階） 

■構 造：木造・RC 造 

■工 事 費：21 億 7 千万円 

■事業手法：PFI 事業 

        民間企業の経営上のノウハウや技術の活用、設計・建設・運営維持

管理を一体的に行うことにより事業コストを削減している。 

フロア構成 【中央棟】 

3 階：議会事務局、監査委員事務局 等 

2 階：環境課、農林課、商工観光課、農業委員会事務局、土木課、 

都市計画課、下水道課 等 

1 階：庁舎案内、税務課、町民課、福祉課 等 

【東棟】 

3 階：学務課、生涯学習課、国体推進課 等 

2 階：企画課、総務課・選挙管理委員会事務局、税務課 等 

1 階：長寿健康課 等 

竣工 平成 27 年 3 月 

 

 

 

 

 

  

出典：紫波町 HP 
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事例４ 高知県四万十町庁舎 

人口 17,320 人 

基本計画時の 

庁舎概要 

 

■敷 地 面 積：4,051.14 ㎡ 

■延 床 面 積：6,244.3 ㎡（庁舎・保健センター） 

■本庁職員数：162 人 職員一人あたりの面積：38 ㎡ 

■駐車場面積：1,375 ㎡（来庁者用 55 台） 

■事 業 費 ：24 億 4 千万円（主体工事 13 億 4 千万円） 

基本計画時の 

庁舎整備の方針 

 

①周辺景観に調和し、永く町民に親しまれる庁舎環境であること。 

 周辺の景観と調和した中で、町民をはじめ外部の人たちに町役場とわかりやす

い建物とするとともに、四万十材を積極的に活用し、四万十町にふさわしい建

物をめざす。 

 

②ユニバーサルデザインに配慮し、利便性に富んだ庁舎であること。 

 来庁者にわかりやすい動線の確保や、高齢者や体の不自由な人に配慮した庁

舎をめざす。 

 

③行政需要の多様化、組織機能の見直し、高度情報化等に対応できる柔軟な 

庁舎であること。 

 広大な行政エリアの中で庁舎からの情報通信により町民サービスが提供できる

庁舎をめざす。 

 

④環境に優しく、省資源、省エネルギーに配慮した維持管理上も経済性に優れ 

た庁舎であること。 

 ヒートアイランド対策等による自然環境の活用や太陽光、雨水及び風力などの

自然エネルギーを有効利用できる庁舎をめざす。 

 

⑤防災機能をもち、他の周辺公共施設との機能的な連携の図れる庁舎であるこ

と。 

 消防・警察や県の出先機関と連携が図れ、災害時において対応できる庁舎を

めざす。 

 

⑥保健センター機能をもち、町民の健康と生きがいを提供する庁舎であること。 

 検診ホール・診察室・相談室等の機能を有し、赤ちゃんからお年寄りまで世代

を問わずふれあい、憩うことができる庁舎をめざす。 
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竣工時の庁舎概要 

 

■敷地面積：8,550.70 ㎡ 

■建築面積：3,045.35 ㎡ 

■延床面積：6,100.42 ㎡ 

（西庁舎：2,998.67 ㎡ 東庁舎：2,263.74 ㎡ 自由通路：253.27 ㎡他) 

■構造規模：西庁舎 RC 造一部 S 造・木造（免震）、地上 3 階、高さ 13.82ｍ 

東庁舎 RC 造一部 S 造・木造（免震）、地上 3 階、高さ 17.25ｍ 

自由通路：S 造（耐震）、地上 3 階、高さ 12.24ｍ 

フロア構成 【本庁西庁舎】 

3 階：書庫、町長室、副町長室、選挙管理委員会、防災対策室、危機管理課、 

総務課、企画課、会議室 等 

2 階：建設課、環境水道課、にぎわい創出課、林業振興室、農林水産課 

農業委員会事務局、会議室 等 

1 階：税務課、町民課、会計管理室、警備室、会議室、ふれあいホール 等 

【本庁東庁舎】 

3 階：議場、倉庫、議員控室、議会事務局、議長室、議会図書室、委員会室 等

2 階：地域交流センター町民活動支援室、教育長室、教育委員会、会議室 

生活訓練室、和室、地域交流センター多目的小ホール 等 

1 階：会議室、印刷室、相談室、地域交流センター多目的大ホール、 

ふれあいホール、地域包括支援センター、健康福祉課 等 

竣工 平成 26 年 3 月 
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◆本町と同規模の人口を擁する自治体庁舎の事例 

 

事例５ 高知県いの町庁舎 

人口 22,735 人 

基本構想時の 

庁舎概要 

（※基本計画の策定無し） 

■敷 地 面 積：約 4,100 ㎡ 

■延 床 面 積：5,200 ㎡ 

■本庁職員数：178 人 職員一人あたりの面積：29 ㎡ 

■駐車場面積：3,253.07 ㎡ 

基本構想時の 

庁舎整備の方針 

①防災拠点機能、災害復興時の本部機能等の整備 

 新庁舎は大地震などの防災拠点として住民の安全を守る大きな役割を持って

います。広域的な災害に対しては相互の支援センターとして、また、災害復興

時には復興支援本部としての機能を果たさなければなりません。このため、高い

耐震性を有するとともに、災害時の本部機能を充分に発揮できる設備を備えた

施設とします。 

 

②高度な機能を有する住民サービス 

 ワンストップサービスのことばに代表されるように、大きく変化する住民サービス

への対応や、誰でも利用しやすい施設であるためのユニバーサルデザイン化な

ど、住民サービスと機能の充実を図ります。 

 

③簡素で経済的、環境へ配慮した庁舎 

 自主財源の乏しい脆弱な財政基盤の中での庁舎建設は、極めて慎重な財政

計画のもとで行わなければなりません。従ってシンボル的要素や華美な要素を

排除し、機能性、効率性を重視して建設費の低減を図るとともに、省エネルギ

ー設備の導入等により維持管理費の低減を図り、いの町地球温暖化対策推進

実行計画及び地球環境問題に配慮した庁舎とします。 

 

④今後の社会状況の変化にも対応可能な庁舎 

 地方自治体のあり方は今後も変化することが予想されますが、その変化に応じ

て庁舎を建設することはできないため柔軟に対応することが可能な庁舎としま

す。 
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竣工時の庁舎概要 

 

■コンセプト：「千年和紙に育まれた百年庁舎」 

いの町の伝統と文化を継承し、これから百年以上にわたり、災害に強くそして長く

愛され、活き続けていく百年庁舎。 

■延床面積：5,387 ㎡ 

■規 模：地上 4 階 

■構 造：RC 造（柱頭免震構造） 

フロア構成 4 階：議場、議会事務局、正副議長室、防災無線室、会議室、議員控室 等 

3 階：教育委員会事務局、総務課、町長室、会議室 等 

2 階：町民課、出納室、土木課、産業経済課、管財契約課、環境課 

上下水道課、副町長室、会議室 等 

1 階：いのホール、いのプラザ、平井康三郎記念ギャラリー、会議室 等 

竣工 平成 27 年 3 月 

 

出典：いの町 HP

１階 ２階 

３階 ４階 
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事例６ 岐阜県北方町庁舎 

人口 18,172 人 

基本計画時の 

庁舎概要 

 

 

■敷 地 面 積：18,721.82 ㎡（うち庁舎予定地分：5,770.00 ㎡） 

■延 床 面 積：最大 5,000 ㎡程度 

■本庁職員数：約 100 人 職員一人あたりの面積：50 ㎡ 

■駐車場規模：約 100 台以上（公用車を除く） 

■建 設 費 用：約 15 億円（新庁舎本体・付属施設・諸設備等） 

基本計画時の 

庁舎整備の方針 

３つの基本理念 

①町民サービス、事務能率の向上及び住民参画を目指した機能的な庁舎 

②環境との共生、周辺との調和ある庁舎 

③災害に対し安全・安心な庁舎 

 

５つの基本方針 

①住民協働の拠点 

②サービスの向上と充実 

③まちなみ、景観の創出 

④環境への配慮 

⑤安心・安全な暮らしを支える防災拠点 

 

【基本理念と基本方針の関係図】 
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竣工時の庁舎概要 

 

■敷地面積：5,760.36 ㎡ 

■建築面積：2,684.76 ㎡ 

■延床面積：5,213.61 ㎡ 

■規 模：地上 3 階 

■構 造：S 造 

フロア構成 

※基本計画時の 

フロア構成 

3 階：議場、議会事務局、議会関係諸室、大会議室、小会議室 等 

2 階：町長室、副町長室、総務課、教育委員会、防災対策室 等 

1 階：税務課、住民保険課、福祉健康課、上下水道課、都市環境農政課、 

会計室、収納課 等 

竣工 平成 28 年 3 月 
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